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活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
を
実
現
し
た
い

村
議
会
議
長

星 

一
彌

 

盛
夏
の
候
、
村
民
の
皆
様
に
は

益
々
ご
清
栄
の
事
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
の
議
会
議
員
選
挙

に
於
い
て
議
席
を
与
え
て
頂
き
、

５
月
の
初
議
会
に
は
議
長
と
い
う

大
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
責
任
の

重
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
村

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
的
に
年
々
少
子
高
齢
化
の

波
が
激
し
く
な
り
、
限
界
集
落
か

ら
集
落
の
崩
壊
へ
と
厳
し
い
文
字

が
紙
上
で
目
に
止
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
に
位
置

す
る
我
が
村
も
課
題
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
工
場
誘
致
、
雇

用
、
人
口
の
減
少
等
、
厳
し
い
状

況
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
是
か
ら
進
も
う
と
す
る
道
は

閉
ざ
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

村
民
の
所
得
の
向
上
は
勿
論
、

村
の
宝
で
あ
り
ま
す
子
供
さ
ん
達

の
教
育
を
初
め
と
す
る
条
件
整

備
、
若
者
定
住
に
向
け
た
情
報
・

環
境
の
整
備
等
々
、
ア
イ
デ
ア
を

駆
使
し
一
日
で
も
早
く
解
決
の
糸

口
を
見
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
側
の
み

な
ら
ず
、
我
々
議
会
人
、
そ
し
て

村
民
が
一
体
と
な
り
、
実
現
す
れ

ば
、
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
が

出
来
得
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
先
般
の
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

応
え
、
定
数
削
減
が
実
現
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
村
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
議
会
を
運
営
し
て
参
り

ま
す
。
議
会
人
と
し
て
一
人
ひ
と

り
の
想
い
と
、
地
域
の
願
い
も
あ

り
ま
す
。
同
志
に
て
話
し
合
い
、

議
員
一
体
と
な
っ
て
活
力
に
満
ち

た
村
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
４
箇

月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
原
発
事
故

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
終
息
の
光

が
見
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
風
評
被
害
対
策
、
復
旧
復
興

は
道
半
ば
で
あ
り
、
特
に
風
評
被

害
に
つ
い
て
払
拭
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

鮫
川
村
は
、
自
然
災
害
の
少
な

い
住
み
や
す
い
村
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
異
常
気
象
に
よ
る
想
定

外
の
災
害
も
予
期
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
行
政
側
に
頼
る
だ
け
で
は

な
く
、
議
会
人
自
ら
も
予
防
防
災

に
も
眼
を
見
開
き
努
力
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
側
と
は
是
々
非
々
の
立
場

を
保
ち
な
が
ら
、
長
期
振
興
計
画

の
理
念
に
基
づ
き
執
行
機
関
と
一

体
と
な
り
、
村
民
が
求
め
て
い
る

真
の
幸
せ
を
実
現
す
る
と
共
に
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
行
け
る

村
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
議
会
人

一
体
と
な
り
、
全
力
に
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。似顔絵：鮫小6年 井坂　光くん

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ



　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か

ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度

補
正
予
算
７
件
、
条
例
改
正
４
件

の
11
議
案
と
報
告
事
項
２
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
を
原

案
の
と
お
り
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
人
事
案
件
１
議

案
を
全
議
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
村
政
全
般
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

６月定例会
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似顔絵：鮫小6年 前田 一成くん

地
方
交
付
税（
特
別
交
付
税
）

３
０
０
万
円
追
加

国
庫
支
出
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
給
付
事
業
費

１
７
１
万
円
追
加

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
費

４
５
０
万
円
追
加

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金（
活
力
創
出
基
盤
整
備
）

５
９
８
５
万
円
減
額

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金（
地
域
住
宅
支
援
）

２
０
６
２
万
円
減
額

農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
費

２
０
３
３
万
円
減
額

県
支
出
金

地
域
創
生
総
合
支
援
事

業
費８

５
６
万
２
千
円
追
加

除
染
対
策
事
業
交
付
金
事

業
費３

３
３
万
７
千
円
追
加

○○・・・・・○・・

寄
附
金

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

４
６
万
９
千
円
追
加

繰
入
金

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
５
０
０
万
円
追
加

村
債

過
疎
対
策
事
業
債

２
４
０
万
円
追
加

公
営
住
宅
建
設
事
業
債

２
０
８
０
万
円
減
額

辺
地
対
策
事
業
債

４
３
０
０
万
円
減
額

総
務
費

総
務
管
理
費（
景
観
保
全

活
動
実
施
試
験
業
務
）

５
１
３
円
追
加

総
務
管
理
費（
温
泉
活
用

基
本
構
想
策
定
業
務
）

４
９
１
万
４
千
円
追
加

総
務
管
理
費（
臨
時
福
祉

給
付
金
）４

５
０
万
円
追
加

○○・○・・・○・・・

民
生
費

児
童
福
祉
費（
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
）

１
７
１
円
追
加

衛
生
費

保
険
衛
生
費（
特
定
不
妊

治
療
費
）

１
５
０
円
追
加

保
健
衛
生
費（
朝
日
山
除

染
廃
棄
物
運
搬
業
務
）

３
３
３
万
８
千
円
追
加

農
林
水
産
業
費

農
道
整
備
工
事

３
６
５
０
万
円
減
額

土
木
費

国
有
地
貸
付
測
量
業
務

３
０
０
万
円
追
加

道
路
舗
装
補
修
工
事

８
４
０
０
万
円
減
額

○・○・・○・○・・

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

大樂  勝弘  村長

可  決



条
例
の
制
定・

  

一部
改
正
を
可
決
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8338万5千円減

228万3千円増

279万1千円増

0

 88万7千円増

244万6千円増

1万1千円増

253万9千円増

事 業 勘 定

直 診 勘 定
国  保

特
　
別
　
会
　
計

32億69万9千円

5億2092万2千円

7217万1千円

1億9974万7千円

861万7千円

 3393万9千円

4億6014万7千円

1億563万1千円

 7242万8千円減 46億5071万9千円

一 般 会 計 

会　計　別

合　　　計

補　正　額 補正後の予算額

補正が行われた8会計。簡易水道会計の総額は変わらず内容が変更された。

簡 易 水 道

村 営 バ ス

集 落 排 水

介 護 保 険

学 校 給 食

▼
鮫
川
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
員
定
数
が
12
人
か
ら
10
人
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
常
任

委
員
会
の
委
員
会
定
数
を
総
務
文

教
常
任
委
員
会
、
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
、
そ
れ
ぞ
れ
６
人
か
ら
５

人
に
変
更
す
る
も
の
。

▼
鮫
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す

る
所
要
額
を
確
保
す
る
た
め
国
民

健
康
保
険
税
の
按
分
率
な
ど
を
定

め
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

▼
鮫
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
改
定
に
よ
り
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
消
費
税
に
よ

る
公
費
を
投
入
し
て
低
所
得
者
の

介
護
保
険
料
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
も
の
。

▼
鮫
川
村
登
録
票
（
飼
養
登
録
）

交
付
等
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
鳥
獣
に
よ
る
生
活
環
境
、
農
林

水
産
業
又
は
生
態
系
に
係
る
被

害
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を

法
に
位
置
付
け
す
る
た
め
、
法

律
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
た
。
こ
の
改

定
に
伴
い
、
鮫
川
村
登
録
票（
飼

養
登
録
）交
付
等
手
数
料
条
例
に

お
い
て
、
規
定
す
る
法
律
名
の

改
正
を
行
う
も
の
。

▼
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
26
年
度
で
予
算
措
置
し
た

道
少
田
住
宅
跡
地
整
備
事
業
ほ
か

10
事
業
を
27
年
度
に
繰
越
し
た
こ

と
の
報
告
。

▼
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

村
が
出
資
し
て
い
る
白
河
地
方

土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
、
説
明
資
料
を
議
会
に
提
出

す
る
も
の
。

報
告
事
項

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
　
　 

　
　
　
　
根
本　
一
美
（
新
任
）

　

 　
　
（
大
字
西
山
字
岩
野
草
）

人
事
案
件
を

　
　
同
意
可
決
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● 

景
観
保
全
活
動
実
証
試
験
業
務

● 

地
域
創
生
総
合
支
援
事
業
検
討
会
出
席
報
償

● 

温
泉
活
用
基
本
構
想
策
定
業
務

● 

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
決
算
報
告

● 

道
路
維
持
費
委
託
料

● 

道
路
舗
装
補
修
工
事

● 「
ふ
れ
あ
い
の
場
」創
出
事
業

● 

新
規
就
農
者
支
援
住
宅
維
持
管
理
工
事

● 

農
道
整
備
補
修
工
事

● 

道
路
舗
装
補
修
工
事

議会開会中に各常任委員会は、議案の内容について調査を行い、
事業の詳細について各課長などから聞き取り検討調査しました。

調
査
内
容

調
査
内
容

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

（
湯
の
田
温
泉
の
構
想
策
定
費
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
委
託
費
と
策
定
委
員
の
報
償
費
）

（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
、
公
園
整
備
、
湯
の
田
里
山

　
景
観
他
の
検
討
委
員
の
報
償
費
）

（
舘
山
公
園
や
鹿
角
平
観
光
牧
場
等
の
草
刈
業
務
他
）

（
白
河
広
域
圏
主
催
の
婚
活〈
ふ
れ
あ
い
出
会
い
活
動
〉

  

事
業
の
負
担
金
）

（
八
斗
蒔
、旧
江
田
宅
の
新
規
就
農
者
住
宅
へ
の
テ
レ
ビ

 

受
信
工
事
費
）


